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　京都市産技研では，令和元年11月13日（水）に第７回 
知恵創出 “目の輝き”成果発表会をからすま京都ホテルで
開催しました。
　第１部では，ご来賓の門川大作京都市長，立石義雄京
都商工会議所会頭，渡邉隆夫京都ものづくり協力会会長
からご挨拶をいただいた後，西本清一理事長から第７回
知恵創出 “目の輝き”認定企業４社（ｐ.３参照）に対し，
表彰状及び西陣織工業組合に製作いただいた西陣織の認
定証を授与しました。今年も伝統技術から先進技術まで
の幅広い分野の企業を認定し，第７回目となる今回で，
認定企業数は28社となりました。
　第２部では，認定企業から，今回の認定に関する取組
成果を発表いただきました。自社の強みや独自の技術を，
優れた知恵と工夫により最大限にいかし，新たなものづ
くりへ挑戦される様子が伝わる発表に，約150名の参加
者が熱心に耳を傾けていました。引き続き開催した交流
会では，参加者が，取組成果の展示や京都市産技研の紹
介パネルを見ながら交流を深める姿が見られました。

第７回  知恵創出“目の輝き”成果発表会

京都市産業技術研究所 研究成果発表会
　第７回知恵創出 “目の輝き”成果発表会と併せて，京都市産技研の研究成果の「見える化」と普及を図るため，研究員によ
る研究成果発表会を開催しました。
　この発表会では，京都市産技研の研究員が，企業と連携して取り組んだ研究成果や事業化に向けた取組状況など，４テー
マの研究成果を発表しました。

発　表　テ　ー　マ

橘　　　洋　一

山　梨　眞　生

高　石　大　吾

比　嘉　明　子

（後列左から）京都市産業技術研究所理事長　西本 清一
　　　　　 京都商工会議所会頭　立石 義雄 氏
　　　　　 京都市長　門川  大作 氏
　　　　　 京都ものづくり協力会会長　渡邉 隆夫 氏
　　　　　 京都市産業技術研究所副理事長　志渡澤 祥宏

（前列左から）今河織物株式会社 代表取締役　今河 宗一郎 氏
　　　　　 佐々木化学薬品株式会社 代表取締役　佐々木 智一 氏
　　　　　 株式会社増田德兵衞商店 代表取締役社長 　増田 德兵衞 氏
　　　　　 メテック株式会社 執行役員総務部部長 　佐藤 正樹 氏

発  表  者

高 分 子 系 チ ー ム

金 属 系 チ ー ム

窯 業 系 チ ー ム

デ ザ イ ン チ ー ム

チ ー ム 名

　京都市産技研が技術支援等を行い，「伝統技術と先進技術の融合」や「新たな気づき」
による新技術・新商品の開発等により製品化・事業化に至った取組のうち，知恵産
業の推進に大きく寄与した企業・団体を，知恵創出 “目の輝き”企業として認定する
制度です。
　認定された企業の取組内容を，広くPRすることで，新たな顧客や市場開拓，更な
る技術向上等につなげていきます。

伝統技術と
先進技術の

融合

産技研の
技術指導
相談業務

新技術・新商品
の開発

製品化・事業化

「知恵産業」の創出

知恵創出“目の輝き”企業認定

産 技 研 の 技 術 支 援 等

「新たな
　気づき」

知恵創出“目の輝き”企業認定とは

薄膜旋回分散を用いた漆の改質

硬質皮膜用除膜液開発に向けた防食技術と除膜液設計

セルロースナノファイバーを活用した先進セラミックス成形技術の開発と新たな作風の
京焼・清水焼の創製

2D/3D技術応用による伝統産業に適したデザイン開発手法の研究開発と普及事業

橘主席研究員 山梨次席研究員 高石研究副主幹 比嘉研究副主幹

特集 第７回  知恵創出“目の輝き”企業認定
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第７回（令和元年度）認定企業

今河織物株式会社

所 在 地　京都市上京区東柳町558
電　　話　075-461-1212
Ｕ Ｒ Ｌ　http://kiyata.jp/
事業内容　西陣織きもの・帯の製造・卸

　織物の製織に広く普及しているメカジャカード
（たて糸を柄に応じて引き上げる織機の装置）では，
一度に操作できるたて糸の数に制限があるため，新
規織物の開発の課題となっていました。そこで，既
存のメカジャカードを用いて機装置を改良すること
によりこの課題を解決し，
これまでは製織が難しかっ
た，奥行のある織組織で深
みのある意匠を表現した片
側紗風通織物（縫取り紋を
有する平織と紋紗の風通組
織）を製織することができ
る技術を開発しました。

佐々木化学薬品株式会社

所 在 地　京都市山科区勧修寺西北出町10番地
電　　話　 075-581-9141
Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.sasaki-c.co.jp/
事業内容　試薬及び化学工業薬品の開発・製造販売

　金属材料の価格高騰や環境への配慮に起因する金

属材料のリユースに係るニーズの高まりに対し，金属

材料の表面をコーティングしている硬質皮膜を，従来

よりも短時間で除膜できる除

膜液を開発しました。開発

製品は，母材金属を傷めず

に除膜でき，室温での除膜

が可能（除膜時の加温が不

要），毒物・劇物及び危険

物に該当しないことから薬液

の保管・管理が容易という

優れた特徴を持っています。

認定事業名：クロム系硬質皮膜用除膜液の開発

メテック株式会社

所 在 地　京都市南区上鳥羽藁田町１番地
電　　話　075-661-4900
Ｕ Ｒ Ｌ　https://www.metek.co.jp/
事業内容　①ディスクリート，オプト及びLS I 等の半導体
　　　　　　部品用リードフレーム並びに精密機器部品に
　　　　　　対する機能めっき等の金属表面処理
　　　　　②モールディング及び後加工処理

　アレルギー・有害性・金属価格の高騰などが問題
となっているニッケルめっきの代替となるスペキュラ
ム（銅-スズ）合金めっきは，スズよりもイオン化傾向
が小さい銅の優先析出を抑える必要があります。その
過程に従来必要とされていた有毒なシアンを使用し
ない酸系のめっき液を開
発し，めっき浴中の銅/
スズのイオン比とほぼ同
程度の組成を有する合
金めっき皮膜を形成させ
る技術を確立しました。

株式会社増田德兵衞商店

所 在 地　京都市伏見区下鳥羽長田町135
電　　話　075-611-5151
Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.tsukinokatsura.co.jp/
事業内容　清酒製造販売

　京都市産技研と大阪市立大学が共同開発した，バ
ナナのような甘い果実の香りを生成する清酒酵母
「京の華」を用い，平成22年
から純米酒「月の桂・旭４
号」，平成29年から「物集女」
を製造・販売しています。
今回新たに，「京の華」と，
京都産米「京の輝き」及び伏
見の名水を用いて，大阪市
立大学オリジナル純米吟醸
酒「月の桂」及び久御山町町
制施行65周年記念の「夢酒
くみやま」を開発しました。

認定事業名：清酒酵母「京の華」を使用した新規清
酒開発

認定事業名：環境調和型スペキュラム（銅-スズ）
　　　　　　合金めっき技術の開発

認定事業名：独創的な意匠を備えた片側紗風通織物
の開発と商品化

左：新たに開発した大阪市
　　立大学オリジナル純米
　　吟醸酒「月の桂」
右：純米酒「月の桂・旭４号」

片側紗風通織物（帯）の一部
開発製品を使用した
除膜前後の状態

除膜前 除膜後

スペキュラム合金めっき＋Auめっき 外観

スペキュラム（CuSn）合金めっき 外観
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　京都市産技研では，長年，伝統産業技術の後継者育成に取り

組み，陶磁器産業界を担う人材の輩出と業界の発展に大きく貢

献してきた窯業系チームの橋田章三研究員を，令和元年８月５

日（月）に令和元年度の優良職員として表彰しました。

　表彰式に続いて，これまでの活動内容について，橋田研究員

が発表を行いました。

　橋田研究員は，昭和60年の入所から現在まで，一貫して伝統

産業技術後継者育成研修（陶磁器コース・陶磁器応用コース）に

従事し，これまで500名以上の研修生を指導してきました。また，

絵画実習，打込み成形実習，釉薬発表展，産地研修など，多く

の新規事業を取り入

れ，研修の充実を図っ

てきました。その指導内容は，「職人の技能」，「研究者の技術」，「アーティスト

の感性」，「目利きの目」といった “ものづくり”に必要不可欠な４つを基本に京都

市産技研でしかできない独自の指導内容となっています。

　京都市産技研では，今後も，橋田研究員のような卓越した技術と専門知識をい

かした人材育成事業を継承してまいります。

　日頃の研究活動等を通じて顕著な研究成果等を挙げた京都市

産技研職員に対して，令和元年７月16日（火）に京都ものづく

り協力会会長賞が渡邉隆夫会長から授与され，受賞した研究員

が研究成果の発表を行いました。受賞した研究内容についてご

紹介します。

京都市産業技術研究所 優良職員表彰

京都ものづくり協力会会長賞
受賞研究紹介

（前列左から）志渡澤副理事長，橋田研究員，西本理事長

（左から）南研究副主幹，西本理事長，渡邉会長，山梨次席研究員

　京都市産技研と佐々木化学薬品株式会社は，切削工具・金型等の金属材料の長寿命化に寄与する除膜液を共同開発

しました。

　金属材料の価格高騰や環境への配慮から，金属材料のリユースに係るニーズが高まっていますが，リユースするた

めには，材料の表面をコーティングしている硬質皮膜を除膜し，再

コーティング処理する必要があります。

　今回，共同開発した除膜液は，市販品と比較し，硬質皮膜の除膜

に要する時間を12分の１に短縮するものであり，リユース技術の進

展に大きく寄与するものです。

　今後，コーティングメーカーを中心に，幅広い業種に事業展開す

ることで，リユース市場の活性化と環境の保全に貢献していきます。

クロム系硬質皮膜用除膜液の開発
金属系チーム　山梨　眞生，南　秀明

この除膜液を開発した佐々木化学薬品株式会社を，第７回知恵創出 “目の輝き”企業に認定いたしました（ｐ.３参照）。

１µmの除膜に要する時間

市販品

約５分

約１時間

除膜速度を大幅に改善！開発品
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　令和元年９月29日（日）から10月４日（金）まで，国立京

都国際会館にて開催された「シリコンカーバイド及び関連

材料に関する国際会議International Conference on Silicon 

Carbide and Related Materials 2019（ICSCRM 2019）」に，

京都市産技研での研究開発成果を出展しました。

　ICSCRM 2019は，省エネルギー技術として期待が寄せら

れている，京都発の半導体であるシリコンカーバイドに関

する国際会議であり，約25か国から，約1,000名の研究者

や技術者が，京都の地に一堂に会しました。

　今回は，京都市産技研が平成25～ 29年度に参画した

京都地域スーパークラスタープログラムの成果品である

「ウェットプロセスにより作製したパワーデバイス用基板」

及び関連するシーズ技術を展示しました。

　一般に，パワーデバイスに用いられる基板の製造方法と

して，1000℃近くの高温で，銅やアルミ等の金属とセラミッ

クス基板を接合するプロセスが用いられてきました。この

方法や金属の材質では，温度変化が生じた際に，金属とセ

ラミックスの熱膨張の差によって，基板作製時にクラック

や反りが発生し，デバイスが動作しないという問題があり

ました。

　そこで，京都市産技研金属系チーム及び表面処理チーム

では，セラミックス基板上への金属回路の形成を目的とし

て，低温ウェットプロセスであるナノ粒子作製技術とめっ

き技術を組み合わせることで，基板作製時における負荷温

度の低減化を図りました。さらに，銅やアルミ等の熱膨張

が大きな金属に比べて，熱を加えても伸びないインバー合

金めっき技術（KEEPNEX®）を活用しました。これらによっ

て，デバイス基板の使用中の加熱や冷却による伸縮や反り

を抑えることができるため，デバイスの実装信頼性の向上

が図られました。

シリコンカーバイド及び関連材料に関する国際会議（ICSCRM 2019）へ
京都市産技研オリジナルのパワーデバイス用基板を出展しました

　今後は，試作品の種々の特性を調査するとともに，地域

企業とも連携を図り実用化を進めていく予定です。

　本展示会にご来場くださった多くの皆様へ京都市産技研

オリジナル技術を用いた試作品をご紹介する良い機会とな

りました。ご来場くださいました多くの皆様には改めてお

礼申し上げます。今後も，京都市産技研主催のセミナーや

各種展示会等において，京都市産技研オリジナル技術をご

覧いただく機会も増やしていく予定です。
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同時
受賞
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事業報告

　京都市産技研は，遊部工芸株式会社及び京滋摂食嚥下を
考える会等との共同開発により，嚥下機能補助に特化した
漆塗りの介護用スプーンのデザインを手掛け，この度クラ
ウドファンディングにて商品化いたしました。
　
【嚥下とは？】
　「えんげ」と読み，医療用語で食
べ物等を飲み込むことを指します。
加齢や障がい等で筋力が衰えると，
食物等が誤って喉頭・気管に入っ
てしまう状態（誤嚥）を引き起こし，
肺炎等重篤な症状にもつながるこ
とから，近年注目が集まっています。
　京都市産技研は，医師・作業療
法士・大学研究員・京料理調理師・
伝統工芸の作り手等と一体となっ
た開発体制を構築して，最適な嚥
下ができる介護食器による松花堂
弁当セットを開発しました。なお，
この製品は2016年に京都デザイン賞府知事賞を受賞してい
ます（産技研NEWS「ちえのわ」No.７，10をご参照ください）。
　
【クラウドファンディングへの挑戦】
　開発した食器セットは，美しく使いやすいと高い評価を
頂きましたが，伝統産業にとって介護・福祉分野は未知
のマーケットであり，価格も高くなるためセールスの既存
ルートがありませんでした。そこで，本製品が市場に受け
入れられるかのテストマーケティング第一弾として，漆塗
りスプーンのクラウドファンディングでの先行販売に踏み
切りました。
　インターネットで資金を調達するクラウドファンディン
グは「寄付型」がよく知られていますが，小ロットの新製
品やガレージブランドといった，売り場を持たない製品の
テスト販売という「購入型」の仕組みもあります。メーカー
側は，お客様の反応の様子を見ながら生産量を調整でき，
お客様は目新しい商品をいち早く手に入れられるという
“win-win”の仕組みです。
　一方，クラウドファンディングには “店舗でお客様と対
面せず，実物に触れずに新商品を購入していただく”とい

漆塗りの介護用スプーンの商品化
～クラウドファンディングから発信する，メディカル発想の伝統工芸～

う，従来の伝統工芸品にはなじみのない難しさもありま
す。そこで，商品を少しでも身近に感じていただくため，
介護・福祉分野の専門用語を避け，ゼリーやムース状の
嚥下食が食べやすいように設計したことから「ふるとろ系
専用スプーン」と名付け，ホームページの構成・キャッチ
コピー・“映える”写真・プロモーション活動等，クラウド
ファンディングならではの訴求ポイントの検討を繰り返し
ました。また，製作ロットや木地の生産方法から見直し，
購入しやすい価格を実現しました。

　

　様々な工夫が実を結び，クラウ
ドファンディング開始から２日目
で目標の100％を達成し，終了時
（令和元年10月末）には271％もの
ご支援を頂きました。
　伝統産業にとってクラウドファ
ンディングは，訴求の工夫によっ
ては大きな可能性を秘めています。
また，工芸が持つ人肌に近い感性
は，介護・福祉分野の商品開発に
求められる感性と相性が良いと思
われます。
　誌面ではお伝えしきれない細か
なノウハウを，今後セミナー等でご紹介できたらと思いま
す。ご興味を持たれましたら，お気軽にご連絡ください。

（デザインチーム　竹浪　祐介）

https://www.makuake.com/project/asobe/



手織体験・きもの体験（要予約）　 ６０年の実績「西陣きものショー」
わが国最初の学校型きもの教室「西陣和装学院」入門コース（３ヵ月）無料 

西陣織会館 075-451-9231（10：00～毎日）　西陣織工業組合 075-432-6131（8：30～平日）
〒602-8216 京都市上京区堀川通今出川南入る　 http://www.nishijin.or.jp/

産技研NEWS「ちえのわ」No.22（2019.12）　07

産技研が保有する特許権の紹介

１　技術の概要
　近年，テキスタイル用のデジタルプリント（捺染）技術
の研究開発は，インクジェットプリント（I J）方式が主流
を占めています。I J方式は，消費者の多様化・個性化を満
足させ，現在の多品種少量・実需即納生産に適したシステ
ムとして，実用化が目覚ましく進展しています。
　一方，京都市産技研では，これらのI J方式とは異なるデ
ジタル捺染技術として，更なる高生産性及び表現安定性を
目指して，過去から，レーザープリンター（コピー）の基
本原理である，電子写真方式を応用したテキスタイル捺染
技術を研究開発してきました。その結果，世界でも類例の
ない湿式電子写真方式捺染機を開発しました（図１）。
　本発明は，この新しい捺染機用の色材を供給し，セルロー
ス繊維に高品位なフルカラーデザインを表現可能とすると
ともに，消費性能などの耐久性にも優れた新規な染料トナー
の製造方法及び染料トナーの固着方法に関する技術です。

　
２　発明の特徴
　本発明は，電子写真方式を用いたテキスタイル捺染技
術において，現在においてもいまだに実用化されていない
天然繊維であるセルロース繊維（綿）をターゲットとして，
新たに反応染料のトナーを用いたプリント技術に関して先
行出願したものです。
　具体的な特徴は，まず高純度に精製した反応染料を色材
として用いて製造した，サブミクロンサイズの染料トナー
を使用したことにあります。そして，この新規の染料トナー

電子写真捺染方法
―湿式電子写真方式によるセルロース繊維への捺染技術―

のセルロース繊維への実用的な染色性（実用的な発色濃度
と色彩値）を得るための最適な発色処理及び後処理方法等
の染料固着方法にあります。さらに，新規な３原色（イエ
ロー，マゼンタ，シアン）トナーのセルロース繊維への固
着率（反応効率）は，各色トナー共に各濃度段階において約
80%以上を有しており，テキスタイル用の良好な消費性能
（染色堅ろう度，風合い等）が得られました（図２）。

　
３　発明者からのメッセ－ジ
　本発明のデジタル捺染方式とは，I J方式のようにインキ
を微小ノズルから吐出して，テキスタイル上にデザインを
表現するのではなく，図１の感光体ドラム上にデジタル画
像を静電方式で作像し，新規な染料トナーをその帯電部分
に付着させた後，その画像を繊維に直接転写する技術です。
　この方式では，繊維に対して回転運動で捺染が行われる
ために，加工速度は非常に大きく，I J方式の課題でもある
ヘッドの目詰まりは発生しないため，品質安定性に非常に
優れています。
　
４　特許権情報
（1）発明の名称　電子写真捺染方法
（2）出 願 日　平成18年３月16日
（3）登 録 日　平成23年11月18日
（4）登録番号　特許第4865372号
（5）特許権者　地方独立行政法人京都市産業技術研究所
　
５　問合せ先
　研究室　杉浦　和明

図１　湿式電子写真方式捺染機の概要

図２　新規トナーのセルロース繊維への反応性
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事業報告

　第２期中期目標期間（平成30年度～令和３年度）の１年目である平成30年度の業務について，令和元年８月20日（火）開催
の「地方独立行政法人京都市産業技術研究所評価委員会」のご意見を踏まえ，京都市から評価を受けました。

　⇒　大項目の全てが５段階評価で評価４であり，「中期計画の達成に向け，全体として計画どおり進んでいる。」
●　19項目ある小項目のうち 17の小項目がＡ評価「年度計画を十分に達成している。」
● 「技術相談」がＳ評価「年度計画について，特筆すべき業績を挙げている。」
●　「研究会活動」がＢ評価「年度計画をおおむね達成している。」

京都市から第２期１年目の評価を受けました

任期：令和元年７月２日～令和３年７月１日
◎は委員長，〇は委員長代理

●　技術相談，試験・分析等において，中小企業の課題解決につ
なげるなど，下支えに大きな役割を果たすとともに，研究開発
についても，積極的に取り組んでいる。

●　第２期中期目標において掲げたいずれの課題に対しても，速
やかに取組を開始している。

●　特に，京都市産技研が全国でも先進的に研究開発を行ってい
る「CNF複合材料」については，大手スポーツメーカーのラン
ニングシューズに使用されたことに加え，新たな作風の京焼・
清水焼の開発にも利用され，市内企業への普及もみられる。

●　企業との共同研究においては，技術相談を受ける中から共同
研究に発展し製品化に至った事例も出ており，市内中小企業の
製品開発に寄与するとともに，そうした製品の中には，金属材
料のリユースや食中毒の防止に貢献するなど，市民生活の安心
安全に寄与するものもある。

●　今後は，①新規利用者数の増加，②知的財産権を含めた研究成
果の中小企業等への普及，③研究会活動の活性化，④自己収入の
確保，⑤市民への情報発信について，更なる取組を期待する。

※　小項目の評価基準
　評価Ｓ：年度計画について，特筆すべき業績を挙げている。
　評価Ａ：年度計画を十分に達成している。
　評価Ｂ：年度計画をおおむね達成している。
　評価Ｃ：年度計画の達成に至っていない。

※　大項目の評価基準
　評価５：中期計画の実現に向けて，特筆すべき進捗状況にある。
　評価４：中期計画の実現に向けて，計画どおり進んでいる。
　評価３：中期計画の実現に向けて，おおむね計画どおり進んでいる。
　評価２：中期計画の実現のためには，遅れている。
　評価１：中期計画の実現のためには，重大な改善すべき事項がある。

京都市の評価結果【概要】

評価委員会の様子

評価委員会名簿　　　　　　　　　　 （50音順・敬称略）

柿野　欽吾◎ 学校法人京都産業大学　理事長

小谷 眞由美　
株式会社ユーシン精機　代表取締役社長

（一社）日本ロボット工業会　副会長
（一社）京都経済同友会　常任幹事

辻　　理○ サムコ株式会社　代表取締役会長兼 CEO
（公財）京都高度技術研究所　理事

宮本　研二　 宮本樹脂工業株式会社　代表取締役社長
京都ものづくり協力会　副会長

山田　陽子　 公認会計士・税理士

大項目 小　項　目 評価※

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質
の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 ４

１

実
充
の
援
支
術
技
な
的
合
総
た
せ
さ
携
連
を
柱
本
６

（１）技術相談 Ｓ
（２）試験・分析，設備機器の整備及び利用 Ａ
（３）研究開発の推進

　 ア　戦略的な研究開発の推進 Ａ
　 イ　共同研究，受託研究 Ａ

（４）知恵産業の推進
　 ア　知恵産業の推進に向けた支援 Ａ
　 イ　研究成果の普及 Ａ

（５）ものづくりの担い手育成 Ａ
（６）研究会活動 Ｂ

２　情報発信の強化 Ａ
３　連携の推進 Ａ

大項目 小　項　目 評価※

第２　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成
するためにとるべき措置 ４

１　組織運営の改善 Ａ
２　業務の評価及び検証 Ａ

第３　財務内容の改善に関する目標を達成するために
とるべき措置 ４

１　予算の効果的かつ効率的な執行 Ａ
２　収入の確保 Ａ
３　サービス向上等に向けた剰余金の有効活用 Ａ

第４　その他業務運営に関する重要事項の目標を達成
するためにとるべき措置 ４

１　コンプライアンスの徹底 Ａ
２　情報セキュリティ管理と情報公開の徹底 Ａ
３　環境，安全衛生管理の徹底 Ａ
４　施設の維持管理 Ａ
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お知らせ

事業報告

平成25年度　京都市産業技術研究所　京都市伝統産業技術者研修
陶磁器コース　修了第13回　藤原　芙由美  さん

ふじわら ふ　ゆ　み

金魚上絵ワイングラス

　土いじりが好きで，大学では陶芸を専攻。京焼・
清水焼窯元の加藤丈尋先生の下で修業し，京都市
産技研の研修修了後，芙蓉窯せらみ屋を開業。大
好きな金魚などを題材として，普段使いの器から
アクセサリーまで，シンプルで存在感のある作品
制作に励む藤原芙由美さん。人との出会いに支え
られたエピソードなど，感謝を込めて語っていた
だきました。

ふ よう

　京都市産技研では，セルロースナノファイバー（CNF）で補強した複
合材料の研究・開発を進めており，平成28年度からは，21の大学・企業
等と共に，自動車部材の軽量化やCO２排出量削減を目指す「NCV（Nano 
Cellulose Vehicle）プロジェクト」（環境省委託事業）に取り組んでいます。
　このプロジェクトの成果品となる，CNF部材を活用したコンセプト
カーが，「第46回東京モーターショー 2019」（令和元年10月24日（木）～
11月４日（月・祝））に，出展されました。
　今後も，地球環境に優しく次世代の素材となり得るCNF部材の更なる
社会実装に向けた取組を一層進めていきます。

CNFを活用したコンセプトカーが「東京モーターショー」に出展

　京都市産技研の取組をリアルタイムでお伝えするため，Facebookページを開設しました！
　陶磁器の釉薬（やきものの表面を覆うガラス質）実習で作製したテストピースの窯詰めや，酒造り
で活躍する「酵母」が休眠から目覚めるための「培地」の作成など，研究室の様子を垣間見ることが
できます。京都市産技研をより身近に感じていただける記事を投稿していきますので，お楽しみに！

Facebookアカウントをお持ちの方は，京都市産技研ページ上部の「いいね！」ボタンを押して，
是非フォローをお願いします。

Facebookページを開設しました！

京都市産技研では，伝統工芸作家・職人として各業界で活躍されている修了生のインタビュー
をホームページで掲載しています。　
　ものづくり現場の取材を通して，様々な角度からものづくりの魅力を発信することで，若手の
活動をＰＲしています。詳細につきましては，京都市産技研のホームページ内「若手伝統工芸作
家・職人のご紹介」ページにてご覧いただけます。

若手作家・職人インタビュー
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知恵産業融合センター

成果事例紹介
　知恵産業融合センターでは，京都市産技研の技術支援により試作，
製品化に至った事例や「知恵産業」をキーワードとする「伝統技術と先
進技術の融合」，新たな「気づき」による新技術・新製品開発につながっ
た事例を成果事例集に取りまとめて，広くPRしています。京都市産技
研との共同開発により実用化に至った事例をご紹介します。 

●和紙の需要低迷に対し，和紙の新たな展開を模
索する中で，京都市産技研が持つ普通糸用の撚
糸機と，これまで蓄積してきた撚糸技術に関す
るノウハウを活用し，多種の織物用途に使用で
きる和紙糸の開発を試みました。和紙の裁断幅
と撚糸条件を調整することにより，種々の強度
を有する和紙糸の作製に成功し，帽子や懐紙入
れ等，多種の織物製品の開発を進めています。

株式会社辻商店 ／京都市産技研   製織システムチーム

【企業概要】　企 業 名　 株式会社辻商店
　　　　　　所 在 地　 京都市左京区岡崎円勝寺町91番地101 グランドヒルズ岡崎神宮道
　　　　　　電　    話　  075-752-0766
　　　　　　Ｕ Ｒ Ｌ　 https://www.tsujitoku-tumuri.net/
　　　　　　事業内容　 懐紙及び和紙関連製品の製造・販売

平成
30年度
認定企業

事業概要

成果と事業展開等
●和紙糸で製織した織物（紙布）を用いた帽子や懐
紙入れ，アクセサリーを製品化

●和紙糸の強度や太細を調整できるため，新たな
製品に合わせた和
紙糸を作製し，多
種多様な商品に展
開するとともに，
糸や紙布などの素
材としての販売も
予定

和紙糸を使用した織物製品の開発

京都市産技研との関わり
●京都市産技研が蓄積した撚糸技術を用いた加撚
和紙糸に関する技術支援

●和紙糸撚糸のための撚糸機部品の最適化
●撚糸条件の検討と各種データ測定
●撚糸条件が引張強度に及ぼす影響の検証

株式会社辻商店
代表取締役専務

辻　亜月子  氏

　紙糸と紙布の開発に着手してから，６年ほど経ちました。糸や織物につ
いての知識がほとんどないところから始めて今日まで事業を継続できたの
は，様々な方のご協力があったからと感謝しています。
　弊社は創業以来，紙を扱う仕事をしてきました。環境に優しい素材とし
て紙の良さが見直されている昨今，地球環境に貢献した商品づくりを続け
ていくことを，企業としての大きな目標にしたいと思っています。
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機器・施設紹介

本装置で得られたアミノ酸の配列情報をウェブ上の
データベースと照合させることにより，タンパク質の
種類，生物種などを推定することができるため，例え
ば食品中に混入した異物の特定や，食品や製薬等の新
製品開発に関与する未知タンパク質若しくはペプチド
についての有用な情報を得ることができます。

　なお，本装置は平成30年度地域新成長産業創出促
進事業費補助金「地域未来オープンイノベーション・
プラットフォーム構築事業」により導入された装置です。

　食品・バイオ分野において，酵素などに代表される
タンパク質や，その配列によって様々な機能を有する
と言われているペプチドについて，これらの構造に関
する情報を取得することは，品質管理や研究開発を行
ううえで非常に重要です。プロテインシーケンサー
は，食品や生物等，有機物質に含まれるタンパク質や
ペプチドを分析することができる装置です。本装置
は，サンプル中のタンパク質やアミノ酸を加水分解に
より端（Ｎ末端）から切り出し，修飾されたアミノ酸
へと変換します。その後，液体クロマトグラフで分離・
検出することで，サンプルのアミノ酸配列情報を得る
ことができます。

プロテインシーケンサー
～タンパク質・ペプチド分析装置～

機器の内容

機器の用途

機器の仕様と特徴
●光路長85mmの高感度フローセルを搭載
●高さ25cmのカラムが収納可能
●アイソクラティックモードによるシーケンス分析の
　ためリテンションタイムが安定
●一度に３サンプルまで搭載可能

担　当：バイオ系チーム
使用料：要相談
　　　　　　　　（バイオ系チーム　泊・田中・和田）

図１　装置外観

図２　各標準アミノ酸のクロマトグラム

プロテインシーケンサー
装置名：Protein Sequencer PPSQ-53A
　　　　 【株式会社島津製作所】
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お知らせ

　京都市産技研では，伝統産業から近代産業に至る優秀な技術者を育成するために，全国的にも有数の規模を誇
る研修を実施しています。染織・陶磁器・漆工を中心に，修了生は作家として，また，企業の中心的役割を担っ
て活躍されています。令和２年度に予定する伝統産業技術後継者育成研修をご紹介します。

■陶磁器コース・陶磁器応用コース
○実施期間４月～令和３年３月／募集時期１月
○定員約15名（両コース計）／受講料260,000円
　京焼・清水焼業界の将来を担う後継者を養成するため，
陶磁器に関する基礎知識と専門的技術を習得する後継者
育成事業を行っています。

■釉薬実務者コース
○実施期間４月～令和３年３月（月１回）
　募集時期２月上旬
○定員約８名／受講料42,000円
　陶磁器産業の将来を担う後継者育成のため，釉薬に特
化した実習を行います。

■漆工応用コース
○実施期間４月～令和３年３月
　募集時期令和元年12月～２月上旬
○定員約６名／受講料260,000円
　京漆器製造の後継者育成を目的に，漆工に関する専門
知識と実習を中心とした技術習得及び漆工品の製品開発
までの幅広い研修です。

（漆工コース・漆工応用コースを隔年で実施し，令和２年
度は漆工応用コースを実施予定です。）

■西陣織コース
＊「通常課程」
○実施期間８月～令和３年２月／募集時期６月～７月
○定員10名／受講料45,000円程度
　西陣織業界の将来を担う優秀な技術者を養成すること
を目的に，繊維素材，織物組織，製織準備，製織，紋織物，
織物分解設計，繊維製品試験など，西陣織を企画，製織
するのに必要な基礎知識，技術に関する講義と実習で構
成された課程です。

＊「講義課程」
○実施期間８月～ 12月のうち19日間程度

　募集時期６月～７月
○定員若干名／受講料18,000円程度
　前記「通常課程」における特定の講義のみを受講するも
ので，実習を必要としない方を対象とした課程です。

■染色基礎コース
○実施期間９月～ 11月／募集時期７月～８月
○定員10名程度／受講料16,000円
　染色業界の将来を担う優秀な技術者を養成することを
目的に，繊維，染料，薬品などに関する知識から，染色
基礎理論，染色工程各論に至るまでの加工技術全般のほ
か，製品管理まで，現代の染色技術者に必要な基礎的知
識と技術を習得するコースです。

■京友禅染（手描）技術者研修　基礎コース
○実施期間10月～ 12月／募集時期７月～９月
○定員16名／受講料30,000円
　ゴム糸目友禅の見本裂を基に，下絵から糊置，引染，
挿友禅，金彩工程の実習と，白生地，精練，染料と薬剤，
刺繍などに関する講義を通じて，手描友禅染の基礎的な
技術と知識の習得を目指した研修です。

■京友禅染（手描）技術者研修　プロ養成コース
○実施期間４月～令和３年３月／募集時期１月～２月
○定員８名／受講料126,000円
　手描友禅染のプロを養成するために，染帯や着物のデ
ザインから下絵，糊置，引染，挿友禅，金彩工程について，
各工程の名匠による直接指導の下，工房実習を含めたよ
り実践的な技術指導を行い，技術後継者の就労支援を目
指します。

■京友禅染（手描）技術者研修　専門コース
○実施期間令和３年２月～３月
　募集時期12月～令和３年１月
○定員16名×２コース／受講料6,800円
　手描友禅染に関連する多種多様な技術の中から，毎年，
運筆や素描友禅，ろうけつ染，撤糊技法，京繡といった
専門的な技術をテーマとして，５回程度の短期実習を行
い，これらの技術習得を目指します。

令和２年度　伝統産業技術後継者育成研修について

陶磁器コース・陶磁器応用コース

釉薬実務者コース

漆工応用コース

西陣織コース

染色基礎コース

京友禅染
（手描）

技術者研修

募集 研修

募集 研修

募集 研修

募集

募集 研修

募集 研修

研修

募集 研修

募集

R2１月 R3１月２月12月実施時期
研修の名称 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

研修（通常課程）
研修（講義課程）

伝統産業技術後継者育成研修年間カレンダー

基礎コース

プロ養成コース

専門コース

３月

令和２年度
伝統産業技術後継者育成研修一覧（予定）

詳細は，京都市産技研のホームページをご覧ください。

※ 特記ない限り令和２年


